
 

 

 

★しまね映画祭の起ち上げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇夜中の国道９号走破 複数の会場で同じ作品を上映する場合、問題とな 

るのはフィルムの搬送です。各会場間の日程調整が付かなかった時は大変 

です。 ある年、前日夜に益田会場で上映したフィルムを翌日昼には安来会 

場が必要になったのです。 

運送業者では対応できないため、安来のスタッフは夜中に車を走らせ、トン 

ボ返りの島根縦断を強行。 事なきを得ました。 

 

当時の 

（おもしろ!?） 

エピソード 

 

記 

念 

展 

しまね映画祭は、１９９２年秋に開催さ

れた「グローバルフォーラム芸術会議し

まね」をきっかけに産声を上げました。 

映画館がどんどん減りはじめ、映画を観

る機会が失われていく危機感が背景に

ありました。県内でなかなか公開されな

い名作や話題作も含め、何とか県民が観

たい作品を届けて行こうと熱い思いを

持った官民が一体となって実行委員会

を組織。「環境」をテーマに掲げて、県内

市町村を上映会場に毎年長期間にわた

る全国的にもユニークな映画祭がスター

トしました。 

 参加会場は、第１回の８市町から最高

は２１市町村２３会場（第８回）。各回の観

客数（延べ）も第１回が１４,１４８人で２４,

０００人台を記録した回も幾度かあり、

鑑賞者総数は３０万人を超えました。し

かし、近年はＤＶＤや配信などで自宅や

好きな所で観られるようになり、鑑賞ス

タイルの変化に伴って鑑賞者は減り続け

ており、寂しい限りの状況です。 

しまね映画祭に足を運んでいただき、

大きなスクリーンで、いい音響で観る醍

醐味をぜひ体感してください。そのこと

が「しまね映画祭」への一番の応援なの

です。 

 

当時を知る男 西尾俊也 

◇スクリーンが突然まっ暗に そう、上映中に映写機が故障したのです。３０年近く前のこと。会場

だった当時の某会館（現在は移転新築）の映写機は古く、フィルムの切り替え（本来は自動）もスク

リーンを窓から覗きながらタイミングをみて手動でしのいでいました。 

映写室もエアコンが無く、映写機の熱で蒸し風呂状態でしたが、だれが考えたのか氷柱が持ち込ま

れ、しばらくは映画祭の風物詩？に。 故障は応急処置で乗り切りましたが、フィルム上映は忍耐

と神業が支えでした！？ 
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しまね映画祭１０周年記念誌「しまねの映画と文化」より 
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★島根県文化奨励賞を受賞 

 

しまね映画祭実行委員会は、文化芸術分野で積極的

に活動を続け、将来の活躍が期待できる個人・団体に 

贈られる「平成１４年度島根県文化奨励賞」を受賞しま

した。 

平成 15（200３）年３月に県庁であった授賞式には 

実行委メンバー２人が出席。澄田信義知事（当時）から

「受賞を機に島根の文化の担い手として活動してほし

い」と激励を受けました。表彰状を前に一層の充実を 

誓いました。 

 

 

 

★山陰信販地域文化賞を受賞 

 

平成２９（2017）年１１月には山陰両県で地域の文化

の向上に貢献した団体などに贈られる「第３０回山陰信

販地域文化賞」を受賞しました。 

山陰信販本社（米子市）であった表彰式に出席した実

行委スタッフたちは、長年にわたって開催してきた努力

が評価された喜びと、今後も頑張ろうと気を引き締め

た瞬間でした。 
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しまね映画塾  

「しまね映画祭」が、映画の製作体験を通してもっと映画を知ってもらうことを目的に２００３年から開催しているワークショップです。 

   

 

  

映画監督・錦織良成塾長のもと、脚本作りや実際に撮影合宿で短編映

画を撮影し、編集、上映までを行う充実した内容で、これまでに県内１７ヵ

所（頓原町・平田市・木次町・安来市・大社町・美保関町・大田市波根・津和

野町・安来市・大田市三瓶・益田市・松江市宍道町・邑南町・雲南市・大田市

大森町・仁摩町・温泉津町・浜田市・隠岐の島町※開催順）で開催し、１８０

本を超える作品が生まれました。 

社会人・学生・主婦・お年寄り・子供たちなど、キャリアも年齢もバラバ

ラの見知らぬ他人同士がチームを組み、１０本前後のオリジナル作品を撮

影していきます。参加する塾生や地元ボランティアは１００名を超え、コメ

ディーや時代劇、SF、その土地の民話をモチーフにしたファンタジーや、

地元実在の人物を題材にした感動ドラマなど、バラエティー豊かな作品が

次々と生まれています。 

島根の美しい風景や、地元の協力で実現する民家、名所、旧跡など素晴

らしいロケーションでの撮影も作品に深みを与え、映画の面白さと地域の

魅力を発信し続けています。 
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～第３０回 島根広告大賞 受賞～ 
（第１４回しまね映画祭/２００５年） 

デザインを制作した谷口印刷の福田さんにコメントを頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しまね映画祭３０周年おめでとうございます。 

実行委員会のみなさまをはじめ、映画を愛する方々に支えられてきたからこそ、こんなにも長く続

いているのでしょう。開催地は県内各地、上映場所も大小さまざま、ジャンルや新旧を問わない上

映作品・・・しまね映画祭とは映画と人を近くするイベントで、だからこそ３０年も続いてきたのだ

ろうと、勝手に思っています！ 

そして、この「人と映画が近い」をなんとか表現しようと思って生まれたのが２００５年のポスター

です。最初に決めたことは、人と映画の関係が、ゆるーく、心地よくつながっている感じを伝えよ

うということ。まずは図案を考える会議を行ったのですが、まったくもって良いアイデアが浮かび

ません。いくらアイデアを出してもなんか違うのです。 

そんな中、ふっと誰かが言いました。 「飛んじゃう？」 それに誰かが続きます。 「浮いちゃう？」 

どこでどうやって撮影するかなどお構いなしに、図案のベースが決まった瞬間でした。 

 ここからも大変です。なにしろ飛んだり浮かんだりして写真を撮らねばならないのですから。撮

影技法、撮影場所、モデル、衣装・・・お金と時間を自由に使えればよいのですが、そうもいきませ

ん（実行委員会さんスミマセン）。結局「飛んじゃう」はスタジオで、「浮いちゃう」は川で撮影をする

ことにして、知人にモデルを頼むことになりました。飛んだり浮いたりして欲しいというオファー

に、どう思ったんでしょうかねぇ。今だ聞けずじまいです。 

 そして撮影！まずはスタジオでの撮影を終え、別の日に川での撮影に臨みます。場所は奥出雲の

名勝・鬼の舌震。奇岩や巨岩が並ぶ一帯の一番川下、清らかな水がゆるやかに流れる部分が今回

の撮影ポイントです。 

事前のロケハンや撮影許可申請など、事前準備はバッチリ。段取りどおり、まずは建設現場で使う

足場を組み始めます。ん、足場？そうです、どうしても必要なカメラアングルが取れなかったので

す。デザイナーもカメラマンもモデルも私も汗だくになって足場を組み終え、なぜかモデルを兼務

する私を先頭に、モデルたちは川にズブズブ入っていきます。 

 「冷たーい」「気持ちいー」などと言いながら、みんな仰向けに浮かぼうとするのですが、なかな

かうまくいきません。      

知ってます？川の流れのなかで水平に浮かび続けるって難しいんですよ！ 

 ようやくうまく浮かべるようになって、カメラマンがシャッターを切ろうとするも、今度はモデル

がバラバラに流れていきます。    

知ってます？川の流れのなかで浮かぶと、割と四方八方に流れていくんですよ！ 

 何カットも撮影を重ねていくうちに、汗だくになっていた体はすっかり冷えきり、想定していな

かった寒さにより撮影を切り上げました。よい一枚が撮れていることを祈るのみです。こうして撮

影した写真に乗せたキャッチコピーは「人と映画のたゆたい」。たゆたいとはゆらゆら揺れ動く様

子のこと。写真を見ながら自然と出てきた言葉です。 

人と映画が、ゆるーく、心地よくつながっている感じが、みなさんにちゃんと届いたのか、今でも

気になります。届いた人もそうでない人も、しっかり届いた人もそうでない人も、伝わり方はさま

ざまでしょう。でもそれでいいのでしょう。きっと映画と人のつながりもさまざまでしょうから。 

谷口印刷 福田衆一 
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第20 回しまね映画祭～担当者の声～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２５回しまね映画祭～大入り！の斐川会場 

斐川会場は、毎年秋の文化祭に併せ「一作

品ずつ一回限り」の上映で参加していますが、

この年は事前の問合せも桁違いに多く、当日

の動員数も４５０人に迫る当会場の最高を記

録！ 前日まで前売り券が次々と出ていたの

で、客席が足りないかも…と贅沢な心配もす

るくらい、作品の力を大きく感じる映画祭でし

た。（夜、イスを皆で手作業で並べました…） 

「しまね映画祭」期間の後半での上映というこ

ともあり、２回目（中には３回目も！）というリ

ピーターさんや、友人・知人の勧めで上映会場

を探して来られた方が多かったのが印象に残

っています。 

第２６回しまね映画祭 

「CINEMA＆LIVE コトリンゴのすずさんとハナウタライブ」 

第２６回のテーマ映画『この世界の片隅に』の音楽を手掛け

たコトリンゴさん出演のスペシャルイベント「CINEMA＆LIVE 

コトリンゴのすずさんとハナウタライブ」。会場となった 

木次町のチェリヴァホールのすぐ隣を流れる斐伊川沿いの桜並木

はお花見スポットとしても有名ですが、実はコトリンゴさん元々島根

とご縁があり、ステージMCで子どもの頃に木次にお花見に来た 

お話もしていただき、みんなビックリ！上映の余韻が残る中での 

スペシャルライブは、ほんわかと温かい雰囲気に包まれて、幸せな時

間となりました。 
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しまね映画祭の季節になると上映ラインアップにマーカーを引いて、どの上映会に行くか想像をめぐらすのが楽しみでし

た。そんな私がその映画祭の事務局の一員から担当となったのが２０周年という節目の年。映画と地域のことを考えられる

時間を過ごさせていただきました。 

しまね映画祭は、毎年「環境」というテーマでテーマ映画を設定し、ほぼ全会場で上映しその想いを共有してきました。２０

周年のテーマ映画は気候変動により沈没の恐れがある島々に暮らす人々の生活を記録した『ビューティフル・アイランズ』。

「何かがなくなる前に、そこでどんな人が暮らしていたのか、どんな笑顔があったのかを伝えたかった」という海南友子監督

が映したツバル、ベルリン、アラスカ・シシマレフ島の風景は、その年の３月に起こった東本大震災を経験した私達にとって

身に迫るものでした。スペシャルトーク後もロビーで監督とお客様とが話が尽きない様子だったのが印象に残っています。

そして、２０年の間に上映した９５４本の中から映画評論家の北川れい子さん、当時の映画祭企画委員長の杉谷むね男さん

により４６本に厳選したものから、もう一度スクリーンで見たい映画を大募集しました。1位に輝いたのはジェーン・カンピオ

ン監督「ピアノ・レッスン」！息をのむほどの映像美、愛と憎しみのドロドロ…、マイケル・ナイマンの印象的なピアノ曲の旋律

を記憶に残しておられる方、初めて観る方と共に濃密な上映会となりました。あれから、なんと１０年！映画をめぐる環境は

随分変わりましたが、やはり大きなスクリーンで、大音響に身を埋め、なかなか手離せないスマホも置いてその映画に没入

する時間は、人間らしい感覚を取り戻すことができるかけがえのない時間かもしれません。 

これからも地域のみなさんと映画を観て笑って泣いてという時間をご一緒できますように。 
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しまね映画祭マスコットキャラクター 

「エイガサイ」くんの 

LINEスタンプができました！ 
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